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識を学習出来ることを目標として 1 回で修了するように構成されています。尚、成績優秀

者には修了証が授与されます。講座は難易度により 3 段階に分かれます。一般向

け、初心者向け、上級者向けです。 
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食品中の成分分析： 上級向け

学習のねらい 

食品は天然物素材を中心とする極めて多くの成分で構成されている。食品に含まれる成分に

は、ビタミン、ミネラルの様に体内で他の成分から生合成されないために、直接食事から摂取

しなければならない必須の栄養素もある。そして必須の栄養成分であっても過剰摂取した場合

には、健康障害につながる成分もある。また、逆に農薬や環境・公害物質などの様な有害物質

が混入している場合もある。したがって健康な体を育て、それを維持するためには各食品成分

を適量摂取する必要がある。その適量や限度を定める基礎となっているのが食品の成分分析で

ある。 

分析によって得られた計測値は、目的を持ったデータであるから商品設計、研究・開発、品

質管理などに使用される。分析機器は、技術の開発・進展に伴い測定値がデジタル化され、さ

らに装置内部がブラックボックス化されてきた。そして高感度検出が可能となり、試料を入れ

れば何らかの測定値が得られるようになってきた。特に食品試料は生体成分など主に天然物で

構成されており、その分析の結果は健康・安全性につながる。 

この講座では、食品の微量の有機物及びミネラルを定量する上で信頼性ある定量値を得る上

で知っておかなければならない知識・技術を学ぶ。 
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4.2.2  信頼性ある定量値を得るために；原子吸光分析法の基礎知識； 

これだけは知っておきたい原子スペクトル分析法のポイント 

(1) 原子吸光分析法における干渉成分及び干渉防止剤

(2) 容器素材（石英・ガラス）の物理・化学的特性およびその取扱い
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4.3  ICP発光分析法（ICP Atomic Emission Spectrometry）による食品中のミネラル定量法 

4.3.1 ICP発光分析法（ICP Atomic Emission Spectrometry） 

4.3.2  分析法としての特長と分析操作 

4.3.3  測定条件と干渉 

(1) 分光干渉, (2) 物理干渉

4.3.4  定量法；検量線 
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